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54)堀井裕子，新村哲夫，西野治身，大村 栄，王
紅兵，ナセルモアッデリアリ，張森，関根道和，

鏡森定信:海洋深層水温浴の生理・心理学的効果

第5回海洋深層水利用研究会全国大会， 2001， 10， 
小田原.

55)桑守豊美，関根道和，糸村美穂、，桑守正範，鏡

森定信:中国・内モンゴル三地区の中年女性の食

事内容と血清リン脂質脂肪酸組成.第66回日本民

族衛生学会総会， 2001， 11，沖縄.

⑮その他

1) 橋本栄一，宇野義知，鏡森定信，金清，室ー:

低周波を含む騒音暴露労働者に関する実態調査.

産業保健とやま，労働福祉事業団 富山産業保健

推進センター， 23:8-9， 2001. 
2) 鏡森定信:フォーラム「心理社会的要因とヘル

スプロモーション一衛生学におけるアプローチ-J.

第71回日本衛生学会総会， 2001， 4，福島
3) 鏡森定信:i医学からみた海洋深層水の利用」
平成13年度黒部川扇状地研究所総会と講演， 2001. 

5，黒部.

4) 鏡森定信:iドイツのクナイプ自然療法にみる
温泉と健康増進」平成13年度富山医科薬科大学

公開講座， 2001， 6，富山.
5) 鏡森定信:記念講演「これからの地域における

健康・福祉増進J.平成13年度庄川町社会福祉大
会， 2001， 6，庄川町.
6) 鏡森定信:i健康」テーマに 富山医薬大.富
山新聞，平成13年6月10日.
7) 鏡森定信:講演「医学からみた海洋深層水の利

用J.富山県深層水協議会定期総会， 2001， 6， 
8) 平野正治，鏡森定信，角田雅彦，村上千恵子，

宇野義知:富山地域産業保健センター登録事業所

の「健康づくり」及び「心の健康対策」のアンケー

ト調査結果.富山市医師会報， 364:9-12， 2001. 
9) 関根道和:運動浴のリラックスおよび睡眠への

効果について.平成12年度厚生科学研究(気候・
地勢および温冷刺激の保養効果の自律神経指標に

よる評価に関する研究)研究報告書.11-17， 2001. 
10)平野正治，宇野義知，鏡森定信，角田雅彦，村
上千恵子:富山県内の事業所におけるメンタルヘ

ルスケアの取組状況について.産業保健とやま，

25:4-7. 2001. 
11)鏡森定信:講演「海洋深層水浴の心理・生理的
指標による評価」第14回日本海洋療法研究会セミ
ナー， 2001， 10，富山.
12)平尾正治，鏡森定信，角田雅彦，村上千恵子，
宇野義知:富山県内の事業所におけるメンタルヘ

ルスケアの取組状況について.医報とやま， 1292: 

12-16. 2001. 
13)鏡森定信，山上孝司，演西島子，関根道和:生
活習慣と肥満.医報とやま， 1288: 19-21. 
14)鏡森定信:ランチョン・セミナー「個人情報保
護基本法についてJ.第21回日本精神科診断学会，
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2001， 10，富山市.
15)王紅兵，鏡森定信:質疑応答「携帯電話使用と
脳腫蕩発症の危険性J.日本医事新報， 4002: 146-

147. 2001. 
16)鏡森定信:保養に関する時間衛生学的研究一温

浴行動の心理・生理学的モニタリング指標と睡眠

の質-厚生科学総合研究成果発表会， 2001， 2， 
東京.

17)鏡森定信:講演「温泉を利用した心身の健康づ

くり」温泉を利用した心身健康づくり体験研修会，

2001， 10，城端町.
18)村田光範，鏡森定信:小児期からの健康的なラ

イフスタイルの確立に関する研究(分担研究). 

平成12年度厚生科学研究(子ども家庭総合研究事

業)報告書， 405-406， 2001. 
19)ヤ・デイリシャト，サ・マリア，アイトルン，
サ・アイカン，関根道和，鏡森定信:中国新彊ト

ルファンの砂療の心拍数，血圧，体温，体重及び

リウマチ様関節炎に対する効果.日温物気医誌，

64: 210-212， 2001. 
20) Dilixiati Y.， Aytulun S.， Mayiram S.， Arkin 
S.， Ibadet R.， Sekine M. and Kagamimori 

S.: Use of sand bathing for the treatment 

of arthritis and other conditions. Alternative 

Therapies in Health and Medicine， 7:24， 2001. 
21)関根道和，山上孝司，漬西島子，鏡森定信(報
告書):生活習慣と小児肥満.平成12年度厚生科
学研究(子ども家庭総合研究)研究報告書， 407-
409. 2001. 
22)関根道和，山上孝司，漬西島子，鏡森定信(報
告書):両親の生活習慣と児童の生活習慣の関連

性.平成12年度厚生科学研究(子ども家庭総合研
究)研究報告書， 428-429， 2001. 
23)関根道和，山上孝司， 1賓西島子，鏡森定信(報
告書):両親の申告による子どもの身長体重の正

確性.平成12年度厚生科学研究(子ども家庭総合
研究)研究報告書， 430-431， 2001. 
24)関根道和，漬西島子，陳暁新，張森，鏡森定
信(月刊誌特集記事): r寝る子は育つ，寝ない子
は太るJ.食べもの文化，芽ばえ社，東京， 296:28-
35. 2001. 
25)関根道和:講演「生活習慣の確立と発達上の問
題点について」杉原中学校， 2001， 6，富山.
26)関根道和:講演「職域ストレスによる負の健康
影響に対する職域外活動の緩衝効果J.日本衛生

学会総会フォーラム 心理社会的要因とヘルス

プロモーション， 2001， 4，福島.

27)関根道和:講演「子どもの健康と生活習慣につ
いて~寝る子は育つ寝ない子は太る，，-，J小児期
からの生活習慣病予防モデル事業講演会.2001， 
11砺波.

28)関根道和:講演「健康な生活について考えよう一
睡眠のはたらき一」 富山市立八幡小学校学校保

健委員会， 2001， 11，富山.
29)関根道和:講演「子どもの健康と生活習慣~早
寝の大切さ，，-，J.小児期からの生活習慣病予防モ

デル事業講演会， 2001， 10，平村.
30)関根道和:講演「高校生の睡眠を考えるJ.富
山県高等学校教育研究会養護部会研修会， 2001， 
11，富山.
31)関根道和:講演「職場環境と健康一ストレス社

会を強く生きる一J.富山県環境問題懇談会， 2001，
11，富山.
32)関根道和:講演「生活習慣と糖尿病」健康講座.

2001， 12，小矢部市.
33)関根道和(新聞記事): r肥満が招く子どもの生
活習慣病J.中日新聞サンデー版 2001年5月20日
1頁と 8頁.

34)関根道和(新聞記事): r3歳から肥満予防をJ.
北日本新聞 2001年3月5日8頁
35)関根道和(新聞記事): r子の肥満に親の影一夜
食はママ似，テレビはパパーJ.北陸中日新聞

2001年3月25日19頁.
36)関根道和(新聞記事): r小児肥満3歳時からの
予防対策が必要J.Medical Tribune 2001年2月
15日14頁.
37)関根道和(新聞記事): r肥満も『三つ子の魂百
までjJ富山新聞2001年2月12日24頁(共同通信
社配信記事，他に秋田さきがけ新聞，熊本日々

新聞などに掲載). 

38)関根道和:講演「小児の生活習慣・食生活と健
康」婦負郡学校保健会研修会.2000， 12，富山.
39)関根道和:講演「糖尿病とは」健康講座.2000， 
12，小矢部.
40)関根道和:講演「小児の生活習慣と健康J，五
箇三村小児生活習慣病予防ネットワーク推進事業

講演会， 2000， 10，利賀村.
41)関根道和:講演「小児の生活習慣と健康J，五
筒三村小児生活習慣病予防ネットワーク推進事業

講演会， 2000， 11，平村.
42)関根道和:講演「小児の生活習慣と健康J， 五
箇三村小児生活習慣病予防ネットワーク推進事業

講演会， 2000， 11，上平村.
43)関根道和(新聞記事):講演「幼児の夜更かし
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⑮著書

1) Aoshima K.， Cai Y.， Fan J.， Teranishi H.， 

Katoh T.， Kasuya M.， and Hagino S.: A long-

term clinical review of patients with Itai-

itai disease between 1990 and 1999. Environ-

mental Cadmium in the Food Chain: Sources， 

Pathways， and Risks， by Syers J.K. and 

Gochfeld M. (Eds.)， SCOPE， Paris， 168-173， 

2001. 

⑮原著

1) Teranishi H.， N akaga wa H.， and Marmot 

M.: Social class difference in catch up growth 

in a national British cohort. Arch. Dis. Child， 

84: 218-221. 2001. 

2) Yoshii E.， Taira H.， Teranishi H.， Kenda 

Y.， Fujisaki Y.， and Saito M.: Observations 

of airborne Cryptomer、iαjα'PonLCαpollenin 

the summer. Allergol. Int.， 50:171-177， 2001. 

3) Cai Y.， Teranishi H.， Aoshima K.， Katoh 

T.， Arai Y.， and Kasuya M.: Development of 

the fluorometric ELISA method for determi-

nation of αl-microglobulinuria in a cadmium-

polluted area in Japan. Int. Arch. Occup. 

Environ. Health， 74:514-518， 2001. 

4) 寺西秀豊，内田満夫，加藤輝隆，加須屋 賓，
小笹晃太郎:スギ花粉症における暴露と感作，発

症の量反応関係.厚生の指標， 48:1-4， 2001. 

5) 平英彰，寺西秀豊，飯田幸子:富山平野のス

ギ空中花粉数と室内侵入花粉.花粉症研究会会報，

12:10-14， 2001. 

6) 斎藤真己，寺西秀豊:富山県におけるスギ精英

樹の花粉アレルゲン (Cryj 1)量の変異とスギ

花粉症に対する育種的対応花粉症研究会会報，

12:15-19， 2001. 

7) 寺西秀豊，鎖国幸子，加藤輝隆，加須屋 賓，
内田満夫，矢田豊，安枝浩:メタセコイア花

粉とスギ花粉の共通抗原性の検討.花粉症研究会

会報， 12:20-22， 2001. 

8) Cai Y.， Aoshima K.， Katoh T.， Teranishi 

H.， and Kasuya M.: Renal tubular dysfunction 
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肥満のもと」北日本新聞 2000年5月5日25頁.

44)関根道和(新聞記事): i朝抜いて，夜更かしし
て，運動しないと太っちゃうぞ」読売新聞 2000 

年12月3日.

45)演西島子:講演「諸外国の健康・食教育につい

てJ.富山県骨代謝研究会， 2001， 6，富山.

46)漬西島子:講演「生活習慣病の予防生活-循環

器病を中心に-J.住民のための健康教室， 2001， 

9，小矢部市.


